
自家用車またはレンタカーを利用した活動に関する規約(略称、マイカー規約)

第 1 条 (目的) 

　この規約はＩＮＧ(以下当会という)が行う山行などの活動（以下活動という）に自家用車およびレンタカー(以下車両という) を

利用する場合の交通事故防止対策を定め、併せて運行中の経費負担の扱い方を統一することを目的とする。 

第 2 条 (交通手段の原則) 

　活動に利用する交通手段は、事故発生率の少ない公共交通機関(貸し切りバス、タクシーを含む)によることを推奨するが、交

通手段の乏しい地域など、必要な場合に車両を利用するものとする。 

第 3 条 (経費負担の原則) 

　運行に必要な経費については、参加者の平等な負担を原則とし、自家用車の損耗に対する補償については別に定める。 

第 4 条 (自動車保険の加入) 

　活動に利用する車両は、十分な対人賠償、対物補償の任意保険に加入していることを必須とする。 

第 5 条 (規約への同意) 

　本規約が対象とする活動に参加する者は、本規約を確実に理解し、完全に承諾したものとみなし、万が一の場合にはこの規約

を順守することを誓約したものとする。誓約できない者は本規定が対象とする活動に参加できない。 

第 6 条 (交通事故の防止対策) 

1. (運転者の心構え)運転者は交通法規を遵守して安全運転を第一に車両を運行する。 

2. (車両の点検整備)車両は法定点検を受け、十分整備されたものを使用し、出発前にタイヤの空気圧、・オイルの点検・補充

などを行う。 

3. (搭載用具)車両には三角停止板、修理工具、ブースターケーブル、牽引ロープを搭載していること。 

4. (複数の車両を使用する場合)走行中のトラブルにより、車両がはぐれた場合の連絡手段は必ず決めておく。 

5. (運転者の交代要員)長距離走行など複数の運転者を必要とする場合は車両が加入している自動車保険に限定されている

条件の範囲内で交替要員を決めておき、過労運転を防止する。保険効力が及ばない運転者については、あらかじめ運転者個

人の責任において短期間契約が可能な自動車保険に加入するなどして、無保険での運転は絶対に行わない。 

第 7 条 (交通事故が発生した場合の処置) 

1. 被害者のある場合は速やかに救護する。 

2. 事故の続発を防ぐ処置を取る。 

3. 事故の発生状況を警察へ通報し、警察の到着を待つ。 

4. 同行車両のある場合は、予め打ち合わせた連絡手段をとる。 

5. 事故の状況に応じて、会の責任者へ状況を報告する。 

第 8 条 (事故の際の責任所在) 

1. (賠償責任)事故による事後処理や損害賠償の責任は事故時の運転者、車両の保有者が負う。 

2. (当会の責任)当会は事故について適切な指示、対応などを行うが一切の責任は負わない。 

3. (係の責任)係が運転者および車両の保有者でない場合は事故に関する適切な指示、対応などを行うが一切の責任を負わ

ない。 

第 9 条 (事故の際の会員による損害賠償請求) 

1. 会員運転者の過失割合が大きい場合でも、被害を受けた会員は事故車両が加入する自動車保険が補償する範囲以上の

請求を所有者や運転者に行わない。 

2. 他車の過失割合が大きい事故の損害請求は、原則として運転者および車両保有者と加害者との直接交渉によるものとする

が、乗車中に被害を受けた会員による相手方への直接交渉は妨げない。 

第 10 条 (通常費用負担と自家用車への補償) 

1. レンタカー費用、燃料費および有料道路料金、駐車場料金などの交通手段に関して活動中に第三者に支払うべき費用は、

車両所有者を除く参加者の均等割で負担するものとし、この義務は実際に参加したか否かに関わらず、参加申し込みをした時

点で確定することとする。 

2. 前項により車両所有者に対する費用負担の減免が発生した場合は、これを車両の損耗に対する補償とする。ただし、参加者

数が極めて少ないなど特別な事情があるときは、参加者の合議により負担方法を適宜変更してもよい。 

3. 運転者については善意に基づくボランティアによる労力の提供として特段の配慮はしないものとする。

第 11 条 (緊急時の費用負担) 

　車両に関して想定外の費用負担が発生した場合は、参加者全員で均等に負担するものとするが、各自およそ 1 万円前後が

限度となるよう所有者、運転者は予め保険加入などの適切な対策を講じておくものとする。


